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１　はじめに

　青森県立郷土館自然分野では，県内で稼行していた主

要鉱山について調査研究を行っており，令和 6 年度は青

森市滝沢において確認された高森鉱山の選鉱場跡につい

て調査を行い報告した（島口・原，2025）．この調査では

選鉱場跡の土地所有者が判明し，選鉱場は 1942（昭和 17）

年前半にできたと推定した．ただ，この実地調査を行っ

ていないため，実際に使用されたかは不明であった．

　今回は，この選鉱場跡の実地調査を行った結果と，高

森鉱山の鉱石を利用した鉱物標本について報告する．

２　選鉱場跡

（１）実地調査の概要

　2025（令和 7）年 5 月 14 日，青森市滝沢住吉にある高

森鉱山の選鉱場跡を調査した．本調査は，選鉱場の構造

と使用形跡の有無を明らかにする目的で行った．

　選鉱場跡は，斜面を利用した雛壇状の構造をしており，

調査では最上段から下へ順に各段の構造物を計測・記録

した．計測には巻尺を使用した．季節的に植物が生い茂

り始めており，構造物が見えにくい状態になっていたた

め十分な計測ができなかった場所もあった．このため降

雪期直前の 11 月にも調査を行うことを予定していたが，

今年度はツキノワグマの市街地出没が相次ぎ，県内には

出没警報が出され，11 月も警報が延長されていたこと

から実施できていない．

（２）実地調査の結果

　調査ではまず，構造物最上段まで斜面を登り，その位

置を携帯電話の位置情報で確認し，それを元に標高を地

図アプリ「地理院地図」で確認した．その結果，標高は

106m であった．同様に構造物の最下段がある平場の標

高を確認し，約 70m であったことから，構造物全体の

高さは約 36m と推定した．

　斜面は構造物最上段よりさらに上方へ続いていたた

め，ほかに構造物がないか，やや平坦になる標高 120m

付近まで調査したが，特に確認できる構造物はなかった．

　構造物はコンクリート製で，構造物の破断部ではコン

クリートに亜円礫が多く混じり，細い鉄棒も入っている

ことが確認できた．最上段を 1段目として数えたところ，

最下段は 10 段目であることがわかった．

　1 段目の構造物について立体図（図 1）と写真 1 ～ 5，

同構造物北東隣の構造物について写真 6 で示す．

　1 段目の構造物は，厚さ 35cm のコンクリート壁でで

きた，高さ 5.5m，幅 45m，奥行 6m の直方体状であった．

内側が中央にある壁で東西に 2 分されており，東側内部

は北側の壁の破損が著しく，底は土砂に埋もれて樹木が

生えていた．西側内部は，中央の壁に近い方は土砂に埋

もれていたが，それ以外は底が見え深さは 3.5m，径 1m

の穴が 2 つ並んで開いていた．南西面を見ると，西側の

下部に高さ 2m，幅 4.2m，奥行 6m のトンネルが 4 つ造

られていた．西側の 2 つのトンネルの入口から 2.6m 奥
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図１　高森鉱山選鉱場跡１段目構造物の立体図
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の天井には穴が開いており，上から確認した底に開いて

いた穴であることが確認できた．穴から下に落ちてきた

土砂が山積みになっていたが，鉱石ではなかった．この

2 つのトンネル内には，コウモリが数匹生息していた．

　1 段目構造物の北東隣には，厚さ 22cm のコンクリー

ト壁でできた，幅 8.5m，奥行 4.4m，深さ 2.1m の貯水

槽と思われる構造物があった．この南西面の中央下部に

は幅 85cm，高さ 66cm の穴が開いており，壁の外に水

が流れ出るようになっていた．外側には幅 35cm の溝が

斜面下に向かってついていた．

　この貯水槽と思われる構造物と 1 段目の構造物の間に

は，幅 85cm のコンクリート製の階段があり，両者は独

立した構造物であった．また，1 段目の西側斜面にも幅

125cm の階段があった．

　選鉱場は，鉱石を破砕しながら上段から下へ選鉱して

いく施設であることから，1 段目には鉱山から運ばれて

きた鉱石が投入される．しかし，ここでは 1 段目まで鉱

石を運び上げる設備が周囲に見当たらず，鉱石を中に落

とした形跡も確認できなかった．

　1 段目を始めとして 2 ～ 10 段目には，他の鉱山の選

鉱場で見られる柱や壁，屋根等の覆いが無く，それらが

崩れたような残骸も無かった．また，選鉱過程で破砕・
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写真１　１段目構造物外側（南東側）

写真２　１段目構造物を造るコンクリート破断部

写真３　１段目構造物の西側内部と底に開いた穴

写真４　１段目構造物の南西面西側のトンネル

写真５　写真４のトンネル内部
上に開いた穴は写真３の内部の底に開いた穴と同じ

写真６　１段目構造物北東隣の貯水槽と思われる構造物



粉砕された鉱石も確認できず，この構造物は未完成で使

用されなかったことが考えられた．

３　高森鉱山の鉱石が利用されている鉱物標本

（１）鉱物標本の概要

　当館では，株式会社日本鉱物教材社から販売された尋

常科四・五・六学年用の鉱物標本（42 種）を所蔵している．

標本は，蓋付きの紙製の箱（縦 23.4 ×横 18 ×厚 2cm）を

42 区画（1 区画縦 3 ×横 2.5cm）に分けた中に 1 つずつ

納められ（写真 7），蓋の裏側に標本の一覧表が印刷され

た紙が貼られている．一覧表に記載されている内容から

玉髄は青森県有戸浜，黄鉄鉱と黄銅鉱は青森県高森鉱山

の標本（写真 8）が利用されていることがわかる．また，

各学年で扱う鉱物を，学年ごとの課目や用途などを記し

た表を印刷した 2 つ折りの紙が添付されており，玉髄や

黄鉄鉱，黄銅鉱は 4 学年で扱われていた．玉髄は「細工

物及び燧石等に用いる」，黄鉄鉱は「硫酸，紅柄の原料」，

黄銅鉱は「銅の原鉱」と用途が記されている．

　株式会社日本鉱物教材社は，箱に記載されている住所

「東京市淀橋区柏木五ノ一〇一九」から東京にあった．

1939（昭和 14）年の株式会社商業興信所 編の「日本全国

銀行会社録 第 47 回」には，日本鉱物教材社の設立は

1937（昭和 12）年 12 月とあり，鉱物標本はこれ以降に

製作・販売されたことがわかる．また，尋常小学校は

1941（昭和 16）年 4 月 1 日施行の「国民学校令」施行に

より「国民学校初等科」に改称された．よって，尋常小

学校でこの鉱物標本が利用された可能性があるのは，

1938（昭和 13）年 4 月～ 1941（昭和 16）年 3 月の 3 年

間と考えられる．

　尋常小学理科書 第四学年児童用（1929 年 3 月発行）に

は，すいしやう（水晶），ほうかいせき（方解石），わう

てつくわう・わうどうくわう（黄鉄鉱・黄銅鉱）につい

て説明がある．有戸浜の玉髄に関する水晶と高森鉱山の

黄鉄鉱・黄銅鉱が理科でどのように扱われていたか，教

科書の記述を現在の漢字・言い回しに直すと「水晶はふ

つう柱のような形をしていて，その端はとがっている．

柱のような所は六つのほぼ矩形の面で囲まれ，とがった

所は六つのほぼ三角形の面で囲まれている．水晶のよう

に，自然に平面で囲まれた形をしているものを結晶とい

う．混じり物のない水晶は色がなく，透き通り，強いつ

やがあって，色のないガラスのように見える．しかし，

混じり物を含んでいるものに白色のもの，茶色のもの，

紫色のものなどがある．また草の入ったように見えるも

のもある．水晶はガラスよりも硬い．また，ガラスより

も火で融けにくい．ガラスのように割れやすく，割れ口

は平らでない．水晶は岩の隙間などにあって，たいてい

多くの結晶が集まっている．水晶と同じ物で結晶のはっ

きりしないものがある．これらを水晶と共に石英という．

石英の美しいものには水晶やめのうなどがある．これら

は細工物にする．石英の砂はガラスを造るに用いる．」「黄

鉄鉱や黄銅鉱は石英や方解石などと共に岩の隙間などに

ある．両方とも多くは結晶になっているが，結晶のはっ

きりしないものもある．黄鉄鉱も黄銅鉱も黄色で強いつ

やがあって，金のように見える．しかし金と違ってもろ

い．またかたい物の面にすりつけた線の色は金では金色

であるが，黄鉄鉱や黄銅鉱では黒い．黄鉄鉱は黄銅鉱よ

りもかたくて，色が少し薄い．黄銅鉱から銅を取る．黄

鉄鉱から硫酸などを造る．」となる．玉髄は，水晶と同

じ石英の一つとして扱われたようで，教科書に名称は出

てこない．

（２）鉱物標本が製作・販売された頃の高森鉱山

　この鉱物標本が製作・販売された頃の高森鉱山は，次

のような状況であった．（島口，2013）

　1937（昭和 12）年の高森鉱山では，選鉱した銅鉱を森

林鉄道（野辺地営林署の軌道）で乙供駅へ搬出し，秋田

県の椿鉱山に送って精錬を行っていた．また，鉱石を青

森市へ運び出すため鉱山から滝沢まで索道，滝沢から浪

打駅まで軌道の建設を進めていた．鉱山には事務所，合

宿所，購買部，倉庫，飯場，家族住宅等があり，さらに

様々な建物を建築していた．10 月には日本鉱業株式会

社と共同経営だった上北鉱山を日本鉱業が買収し，別経

営になった．

　1938（昭和 13）年，三井栄一が個人経営していた高森

鉱山を，2 月に設立した高森鉱山株式会社とした．鉱山

から滝沢までの索道，滝沢から浪打駅までの軌道がほぼ

完成し，7 月上旬から本格的に鉱石を搬出できるように

なった．また，10 月にはほとんどの設備が完成して本

格的作業に乗り出すことになったことから，11 月 1 日

に高森神社で山神祭を盛大に行った．
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写真７　鉱物標本が入った紙製箱の蓋の表（左）と
　　　　　42 区画に分けられ標本が入った箱の中（右）

写真８　高森鉱山産の黄鉄鉱２点（左）と黄銅鉱（右）



　1939（昭和 14）年の高森鉱山では，前年から本格的な

操業に入り，それが安定していた．1 月の雪崩事故，2

月の職員スキー遭難があった．

　1940（昭和 15）年の高森鉱山では，滝沢に浮遊選鉱場

とダムを新設，索道を大改修することにし，6 月 6 日に

起工式を盛大に行った．10 月に坪尋常小学校高森分教

場が完成し，11 月中に索道の改修が終了したと思われる．

　これらのことから，鉱物標本が製作・販売されていた

頃の高森鉱山では本格的な操業が行われ，坪尋常小学校

高森分教場も完成した．

（３）鉱物標本に利用された高森鉱山の鉱石

　堀（2017）は，尋常小学校 4 ～ 6 学年で行われた岩石・

鉱物学習の構成や特徴を述べ，これに対応した昭和初期

の標本 A ～ C を記載している．標本 A は東京鉱物研究

所の 35 種，標本 B は日本鉱物教材社の 46 種，標本 C

は生徒用鉱物界標本図録の 40 種で，産地が共通してい

るものとして水晶（山梨県金峰山），石英（福島県石川），

石灰岩（東京都青梅），黄銅鉱（栃木県足尾），花崗岩（茨

城県稲田），磁鉄鉱（長野県大日向），粘板岩（宮城県雄

勝浜）の 7 種が挙げられ，これらは当時の主要産地であ

ることが推察されると述べている．

　先述のように当館所蔵の日本鉱物教材社の鉱物標本に

おける黄銅鉱は高森鉱山のもので，上記の黄銅鉱（栃木

県足尾鉱山）と産地が異なる．同様に当館所蔵の鉱物標

本で高森鉱山が産地の黄鉄鉱に関しては，標本 A と B

が秋田県小坂鉱山，標本 C が越後赤谷（新潟県十日町市

赤谷）である．

　東京鉱物研究所や日本鉱物教材社が製作・販売した鉱

物標本に，ほかに主要産地のものを使用せず地域性を配

慮したものがあったことは確認できていない．高森鉱山

株式会社の本社は東京にあったが，青森県の鉱夫を雇い，

青森県の資材・食料を購入することを基本方針として地

元の期待が高かった．また，日本鉱物教材社が鉱物標本

を作製・販売した期間はちょうど高森鉱山で本格的な操

業が始まり，尋常小学校文教場もできた時期でもある．

このようなことから，日本鉱物教材社は高森鉱山の鉱石

を採用した可能性がある．
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